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1300　New York Avenue, 
NW Washington D.C.

私の勤務する IDB（米州開発
銀行）はその名の通りラテンアメ
リカ、カリブ地域の経済社会開発
を支援するために設立された開発
金融機関である。同じ様な目的を
持って設立された機関としては、
ADB（アジア開発銀行）がある。
IDB 本部で長く勤務したというと
よくラテンアメリカのどの国にお
住いでしたかとか、長くラテンア
メリカで生活されたのですかとか
聞かれる。確かに ADB の本部は
フィリピンのマニラにあるので、

IDB の本部はペルーのリマとか
ブラジルのサンパウロにあるもの
と思われても不思議ではない。し
かし IDB の本部は米国の首都ワ
シントン DC の中心部にあり、こ
こに筆者は近郊バージニア州から
26 年近く通勤していたので、恥
ずかしながらラテンアメリカでの
滞在生活は経験していない。

はじめに言葉ありき
IDB 本部はホワイトハウスから

3 ブロック離れたところにあり、
周囲には米国の政府官公庁が多く
ある地区に位置しているが、本部

ビルに一歩足を踏み入れるとそこ
はまさにラテンアメリカなのであ
る。本部勤務の職員の半数以上そ
して受付やカフェテリアで働く人
の大半はラテンアメリカ出身者な
ので、ビルに入った途端聞こえて
くるのはスペイン語である。IDB
の公用語は、英語、スペイン語、
ポルトガル語、フランス語の 4 か
国語である。加盟国を代表して常
駐している理事で構成される理事
会では、この 4 つの言葉いずれを
使ってもいいので、必ず同時通訳
が付けられる。では事務方の部内
の会議はどうかというと、大抵の
場合はスペイン語と英語とが使わ
れ、往々にしてスペイン語だけに
なってしまうことが多いのである
が、ここでは同時通訳は付かない。
そのため、採用にあたってはスペ
イン語と英語のバイリンガルであ
ることが求められている。もちろ
んスペイン語が流暢でなくとも専
門分野での知識、経験が豊富であ
れば、IDB で勤務することはでき
るし、職種によっては、例えば財
務経理関係では英語だけで仕事は
できる。しかし IDB ではスペイ
ン語は仕事をするための単なる道
具ではない。IDB の設立経緯を
辿ると、そこで働くスタッフの仕
事の目的とするところは、ラテン
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アメリカの経済社会の発展を支援
し、そこに住む人々の生活を豊か
にしていくことである。そのため
にはラテンアメリカの人々の考え
方、社会のあり方をこれらの人々
と同じ目線で捉え、そして同じ感
情で理解することが必要である。
非スペイン語圏の出身者にとって
はスペイン語が理解できて喋るこ
とはここで働く上での第一歩であ
り、スペイン語で考えることがで
きる様になって一人前の職員とい
うことになる。

会議は踊る、メレンゲ、サンバ、
そしてクンビア

米国にあっても IDB 本部での
ビジネスの流儀はラテンスタイル
である。みなさんよくラテンスタ
イルというと会議が時間通りに始
まらないということを思い浮かべ
られるであろう。確かに 10 時か
ら開始という会議は、大抵 10 時
ぴったりには始まらない。しかし
IDB 本部でいうラテンスタイルと
は、会議の進め方、参加の仕方で
ある。日本では、会議というと議
題があらかじめ設定され、参加者
は各々事前に準備をして資料も整
えて、余計な事や議題と関係ない
事は発言しない。またある人が発
言しているときに割り込んで、話
を乗っ取るということもない。設
定された議題から逸脱しない様に
議論が進められて、最後には何ら
かの結論が参加者全員で共有され
る。

さて IDB 本部での部内会議で
あるが、一応議題が設定されてい
ることは多いのだが、議論が開始
されると議題とはほとんど関係
ないコメントや提案がなされる
ことがしばしばあり、また人が
喋っていても平気で割り込んで話

を乗っ取る輩がいるのである。別
にこれは悪意でやっているのでは
なく、ともかく会議では発言する
ことが重要（参加することに意義
がある）、いろいろな意見が出る
ことはいいことであるということ
なのである（私はよくこういう
状況に遭遇した時、Let Hundred 
Flowers Bloomと茶化していた）。
このスタイル、よく言えば自由
闊達、創造的な議論ともとれる
が、普通の日本人から見るとカオ
ティックで一体何を議論している
のかと映るだろう。筆者も IDB
本部で働き始めた頃はこのスタイ
ルに戸惑い、会議でほとんど発言
できずに終わることも多かった。
当時、上司が気を利かせてくれて、

「ところで君の意見は ?」と向け
てくれてやっと発言することがし
ばしばあった。ところが、郷に入っ
ては郷に従えとはよく言ったもの
で、今ではすっかりこのスタイル
が身についてしまい、日本で会議
に参加するときには日本スタイル
にするようこころがけている。

ラテンアメリカ在職員食堂
IDB 本部で勤務したり会議に

参加しなくとも、いるだけでラテ
ンアメリカを体感できる場所があ
る。それは IDB が誇るカフェテ
リアである。カフェテリアはビル
の 7 階にあるが、IDB 本部ビル
は元々ホテルとして建てられたも

のなので、一階ロビーから 12 階
まで吹き抜けになっており、7 階
カフェテリアの一部は天井が 12
階までない開放感のある明るくて
広いテラスとなっている。このテ
ラスに座っているだけでどこかラ
テンアメリカのリゾートにいる様
な気分になる。しかしカフェテリ
アの自慢はこのテラスだけではな
く、そのメニューである。日替わ
りの定食メニューは、例えば海鮮
炊き込み御飯（アロス コン マリ
スコス）とかのラテンアメリカ料
理であり、ラテンアメリカに行っ
たことがある方はご存じのロティ
セリ チキン（ポージョ アラ ブラ
サ）は毎日ローストミートのス
テーションで提供され、サンド
イッチステーションではロースト
ポーク、ハム、チーズのキューバ
風サンドイッチがあり（キューバ
は IDB 加盟国ではないが）、グリ
ルステーションでは、ププサ、ブ
リートが、さらにスナックで済
ませたい人には、数種類のエン
パナーダスも販売されている。デ
ザートには、もちろんアロス コ
ン レーチェやアルファフォーレ
スがある。ラテンアメリカに行か
ずとも、各国の郷土料理や庶民の
味を IDB カフェテリアでは楽し
むことができる。というわけで、
連日カフェテリアは大繁盛ある。
IDB では昼食の時間が一斉に決
まっているわけではないので、12
時に大混雑ということはない。ラ
ンチの時間も極めてラテン的で
一番混雑するのは午後 1 時過ぎで
ある。そしてランチはネットワー
キングの機会でもあるので、午
後 1 時ごろからテーブルがどんど
ん埋まっていき、あちらこちらで
ランチをとりながらのネットワー
キングが行われている。さて 4 年カフェテリアテラス席
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に一度カフェテリアはとても重要
な場所となる。ラテンアメリカの
スポーツといえば、野球ではなく
サッカーである。そう 4 年毎に開
催される FIFA ワールドカップの
期間、カフェテリアには大型のモ
ニターが数台設置されて全ての試
合が放映される。またこの期間、
加盟国のチームが試合がある日に
はその国の料理が特別メニューと
して加えられる。職員、その家
族、友人もウェルカムで、みんな
それぞれ自分の国のチームのユニ
フォームを着て、サポーターとな
りほとんどスタジアムにいるのと
同じ様な熱狂に包まれて観戦する
のである。

華府二都物語
ワシントン DC（華府）と隣接

する、4 つの郡（バージニア州アー
リントン郡、フェアファクス郡、
メリーランド州モンゴメリー郡、
プリンスジョージズ郡）を併せて
ワシントン DC メトロポリタン地
域と呼ばれている。ワシントン
DC 市内で働く人の大半はこの地
域に住んでおり、総人口は約 300
万人である。もちろん IDB 本部
に勤務する職員の多くはモンゴ
メリー郡、フェアファクス郡に住
居をかまえている。総人口の 4 分
の 1 弱にあたる約 70 万人はヒス
パニックであり、白人に次ぐ数と
なっている。彼らの多くは、建設
関係、住宅設備施工、造園業、ビ

ル清掃業、配送・運送業、飲食店
の配膳といった低賃金のサービス
業でのブルーカラーの職業に従事
している。庭の芝刈りを頼んだ
り、ちょっとした住宅の修理を頼
むと、作業にやってくるのは大
抵ヒスパニックの人たちである。
IDB 本部で午後 7 時近くまでオ
フィスに残っていると掃除が始ま
るのに出くわすが、オフィス清掃
等はサービス会社に外注されてお
り、清掃の作業をしている人の全
てがヒスパニックである。もちろ
んみんな英語は理解するが、大型
のゴミを出したり、大量の書類を
廃棄する際には、ゴミであること
を明確にしておくために“Basura 

（ゴミ）”と表示している。何か清
掃をしてくれる人にお願いをした
り、感謝の言葉をかける時にスペ
イン語を使うと、笑顔が広がり、
反応が全く英語で話しかけた場合
と異なるのである。筆者の様にア
ジア系の人間がスペイン語ができ
ることがわかると、ペルー人か（ア
ジア系でスペイン語を話すとペ
ルー人と思われることが多い）と
か、どこでスペイン語覚えたのか
と話しかけられて思わず話し込む
ことがあった。IDB 本部に勤務す
る職員の 60% 以上はラテンアメ
リカ出身であり、米国のセンサス
では、ヒスパニックということに
なり、ワシントン DC メトロポリ
タン地域に住む約 70 万人のヒス
パニックの中に含まれているはず
である。しかし、IDB のスタッフ
と IDB のオフィスの清掃に従事
している人とは、仕事の内容はも
ちろん、住んでいる地区、教育水
準、所得、そして母国での出身階
層も全く異なるもので、別な世界
の住人といっても過言ではないだ
ろう。ある時親しくしているラテ

ンアメリカ出身の同僚に「君は自
分がヒスパニックだと思うか ?」
と質問したところ、一体何を質問
しているのだという様な怪訝な表
情をした。彼を含め、ラテンアメ
リカ出身の IDB スタッフの多く
が、自分たちはビルの清掃をした
り、レストランで配膳をしたり、
そしてニュース等で不法移民の取
り締まりの対象になっているヒス
パニックとは同じコミュニティに
属していないと思っている。では、
ビルの清掃をしている人たちは、
同じラテンアメリカ出身ではある
がオフィスでコンピューターに
向かって仕事をしている IDB ス
タッフのことをどう見ているので
あろうか。彼らのこの問いへの答
えの中にラテンアメリカが未だに
抱える大きな課題の一つである不
平等、格差の拡大を解消していく
道へのヒントがあるのではないだ
ろうか。ラテンアメリカで存在す
る不平等、格差はそのまま米国ワ
シントン DC にある IDB 本部に
も実は存在しているのである。灯
台下暗しではないが、同じビルの
中で清掃等に従事しているヒスパ
ニックの人々がどういう事情で、
何を求めて米国にやって来たのか
知っていくことが、IDB のミッ
ションであるラテンアメリカ・カ
リブ地域の経済社会開発を支援
し、そこに住む人々の生活向上を
達成していく重要な一歩になるの
ではないかと、本部を離れて見て
思う今日この頃である。

（なかむら	けいすけ　IDB（米州開発銀行）
アジア事務所長）
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